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........................................
花
の
名
は
一
年
草
も
あ
る
故
に

...........................

忘
れ
ず
星
は
忘
れ
や
す
か
り

掲
出
歌
集
　「
深
林
の
香
」 

改
造
社
版 

『
与
謝
野
晶
子
全
集
』
第
５
巻
、

昭
和
８
年 

（
１
９
３
３
）
12
月

初
　
　
出
　「
改
造
」  
昭
和
４
年 

４
月
号
、
題
は
「
星
」（
晶
子
51
歳
）

 
　
花
に
は
一
年
草
も
あ
り
、.

は
か
な
い
ゆ
え
に
そ
の
名
は
忘
れ
難
い
も
の

で
す
が
、.
天
上
高
く
永
遠
に
輝
く
星
の
名
も
、
私
た
ち
の
「
明
星
」
も
、.

記
憶
に
残
り
に
く
い
も
の
で
す
。

  
歌
　
　
意 
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－ 19 －

　
昭
和
61.

（
１
９
８
６
）
年
、
都
市
公
園
で
初
め
て
開

催
さ
れ
た
植
樹
祭
で
あ
る
「
第
37
回
全
国
植
樹
祭
」
を

記
念
し
、
大
阪
南
部
花
商
組
合
が
花
に
対
す
る
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
歌
は
第
二
次
「
明
星
」
の
終
刊
を
詠
っ
た
も
の
で
あ

り
、
歌
と
し
て
は
や
や
寂
し
い
感
じ
が
す
る
が
、
は
か

な
く
、
小
さ
な
も
の
に
寄
せ
る
晶
子
の
や
さ
し
い
心
が

わ
か
る
歌
で
あ
る
。

　
第
二
次
「
明
星
」
は
大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
２
月

に
は
、
購
読
者
五
百
人
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
原

稿
も
よ
く
集
ま
っ
て
い
た
が
、
翌
年
９
月
の
関
東
大
震

災
後
、
紙
代
、
印
刷
代
、
そ
の
他
が
高
騰
し
経
営
難
に

な
り
休
刊
（
終
刊
）
と
な
っ
た
。

※
大
仙
公
園
の
北
側
に
は
世
界
三
大
陵
墓
の
一
つ
「
仁

徳
天
皇
陵
古
墳
（
大
仙
陵
）」
が
あ
り
、
若
い
晶
子
と

鉄
南
も
「
塚
」
と
い
う
題
で
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
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